












Author(s) 田澤, 薫 


















聖学院学術情報発信システム ： SERVE 
SEigakuin Repository for academic archiVE
報　告
20


































































































　ブルーナが 4 ～ 5 歳の時に初めて描いた絵はう
さぎであった。幼児期よりうさぎを好み、よくう
さぎと遊んだという。男子校であるモラヴィアン
小学校在学中は一人遊びを好み、読書や製作活動
に時間を費やした。学習では、絵画・生物・語学
が得意で、物理・化学・算数が苦手だった。中学
校はミッションスクールに進んだ。
　1940年に、ブルーナ一家はフェルトホーフェン
に疎開をした。ここでブルーナは、ピアノとア
コーディオンに熱中する。作品の中にアコーディ
オンはよく登場するのは、この時の影響とみられ
る。絵画ではレンブラントやゴッホに傾倒し、よ
く画集を鑑賞したという。
　1943年、ブルーナ一家はロースドレヒト湖畔の
小さな家に転居し、ここで「地下生活を送る」と
言われている。この時期のブルーナは、風景画を
油絵で描きそれをバターや砂糖と交換して家計を
助けた。
　終戦後に一家はヒルバーサムに移り、そこでブ
ルーナは高校に通うが中退し、ユトレヒトやロン
ドンの書店で見習修行をしたり、パリの出版社で
見習いをしたりするなど、父親の勧めで出版に関
係する諸体験をする。17、18歳の頃からロンドン
やパリの美術館を端から見て歩き、ピカソ、レ
ジェ、デュフィ、中でもマティスの絵に強い刺激
を受ける。「絶対に絶対に、描きすぎてはいけな
い」という発見はこの時期になされたという。
作家であり、また画家としての面を持つブルーナ
について、彼に影響を与えた画家たちの作品の図
録を鑑賞しながら考察を深めた。
22
「複雑にしすぎてはいけない。シンプルで見る人
にイマジネーションを働かせなくてはいけない。
デ・スティルを提唱したオランダの芸術家たちの
手法に戻りなさい」と主張した。
　父親からは出版社を継ぐことを期待されていた
が、本のカバーを作り高い評価を受けたことを契
機として絵を仕事としたいと考えるようになった。
しかし結婚相手の父親に就労を求められ、それを
機に父親の出版社に入職した。ここで『ブラッ
ク・ベア・シリーズ』の装丁に取り組んでポス
ター賞を受賞し、大ヒットした。
　装丁の仕事を多く手掛けた時期に、『ちいさな
うさこちゃん』が生まれる。「うさこちゃん」を
描くにあたっては、「絵本の装丁もポスターも限
りなくシンプルでなければならない」（『ディッ
ク・ブルーナのすべて』講談社、2005年、p.60）
という哲学が貫かれていた。「ブルーナカラー」
と言われる 4 つの色を決め（ただし、後にノアの
方舟をテーマとした絵本を作る際に緑・茶・グ
レーを足した）、形は最も単純化しラインは一本
線を筆で描いた。文章にもこだわり、韻を踏んで
いる。初期の童話作品シリーズには『きいろいこ
とり』、『こねこのねる』、『ぴーんちゃんと
ふぃーんちゃん』、『ちいさなさかな』『こいぬ
のくんくん』などがある。
　1970年に勤めていた父の出版社を退社し、友人
とメルシス社を起業し、絵本の創作に専念するよ
うになった。メルシス社は、ブルーナ作品、商品
の商標、版権を扱っている。
　1990年代には社会福祉に関心を広げ、血液バン
ク、障碍者支援、小児性血友病支援、視聴覚障碍
者支援、ユニセフや民間ボランティア団体からの
依頼を受けて作品を発表し、これらの活動に幅広
く関与した。絵本の主題も変化を見せ、「うさこ
ちゃん」が泣いたり問題行動をとったり、社会的
ないじめ問題と闘う場面も描かれるようになり、
人種問題・障碍もテーマとして取り上げられ、主
人公の「うさこちゃん」がより人間的な存在へと
変化し、作品主題が社会性や現実感を増してきた。
　ブルーナの作品に影響を与えた画家としては、
モンドリアン、マティス、デュフィ、レジェ、
リートフェルト、カルダーがあげられる。このう
ち特に強い影響力があったとみられるのが、モン
ドリアンとマティスである。美術館を訪れるテー
マの作品のなかで、ブルーナはモンドリアンの作
品を鑑賞する「うさこちゃん」を描いている。ブ
ルーナの根本的な部分はモンドリアンによるとこ
ろが大きいことを感じさせる象徴的な作品といえ
る。
　モンドリアンはオランダ出身の新造形主義の創
始者で、自然は垂直と水平の要素から確立すると
考え、その純粋な自然理解に立脚して色彩は三原
色のはずだと考える。そのため、作品製作におい
て他の色を足さない。一方のマティスには、ブ
ルーナは戦後のパリで出会う。マティスは、一般
にはモローの弟子と考えられているが、宗教絵画
で知られるルオーと懇意になり影響を受けあった。
マティスは80歳を超えてから新しい自分の世界に
挑戦しようと切り紙による作品製作に着手し始め、
1952年（ブルーナの絵本の刊行は1953年である）
にブルー・ヌード作品のシリーズを発表する。マ
ティスが使用する色は、赤と青と緑の光の三原色
を基本にするが限定はない。しかしながら、この
両画家から強い影響をブルーナは、絶対に紫を使
わないのである。色彩の用法からも、作家の系譜
を読みとることができる。
（文責：たざわ・かおる　聖学院大学児童学科教
授）
